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市長所信表明（平成３０年１２月）

おはようございます。

本日、平成３０年１２月吉野川市議会定例会を招集いたしました
ところ、議員各位には、御出席を賜りありがとうございます。

定例会に臨みまして、当面する諸課題への取り組み状況と今後の
市政運営に対します所信の一端を申し上げますとともに、提出議案
の御説明をさせていただき、議員各位はじめ市民の皆様方の御理解
と御協力を賜りたいと存じます。

はじめに、「当初予算編成方針」について申し上げます。

日本の経済は、依然として不透明な状況となっております。

国においては、来年１０月１日における消費税率引き上げに伴う
需要変動に対して機動的な対応を図るとともに、団塊世代が７５歳
に到達する２０２２年度までの３年間を「基盤強化期間」と位置づ
け、歳出改革の取り組みを継続することとしています。

また、２０１９年度、概算要求の段階では、地方の歳出総額につ
いては、２０１８年度の地方財政計画の水準を下回らないよう確保
することとしていますが、地方交付税については、改革努力等に応
じた配分強化が検討されるなど、地方財政改革を推し進める方針が
示されており、今後も国の動向を十分注視する必要がございます。

本市においては、合併特例債や普通交付税の合併算定替えといっ
た合併優遇措置を最大限に活用し、まちづくりを進める一方で、「職
員数の削減」や「補助金等の整理統合」、「積極的な民間活力の導入」
などにより、健全な財政運営に努めてまいりました。

今後、歳入においては、こうした合併優遇措置が平成３１年度を
もって終了することや、歳出については、社会保障費の地方負担分
の増加等により、本市財政を巡る状況は一層厳しいものとなってま
いります。
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平成３１年度当初予算におきましては、このような困難な財政運
営が求められることを、職員一人ひとりがしっかりと認識し、市民
ニーズを的確に捉えた事業の選択と集中、前例踏襲からの脱却によ
る歳出経費の見直し、行財政改革の推進により、未来へつなぐ財政
運営を意識し、編成をしてまいりたいと考えております。

次に、「美郷ブランド」の新展開について申し上げます。

昨日、一昨日の２日間、「美郷梅酒まつり」が盛大に開催されま
した。１０回目の節目となる今年は、テレビ企画事業に取り組み、
当日には、「梅ちゃん」こと四国放送「梅山 茜」アナウンサー手仕
込みの梅酒試飲会等で、例年にも増して多くの方々に御参加をいた
だき大いに賑わったところであります。

そして、１２月１５日には、今年度から始動した「イーストとく
しま観光推進機構」「通称：とくしまＤＭＯ」によるモニターツア
ーが美郷で企画され、またフランスで開催しております日本文化・
芸術の祭典「ジャポニズム２０１８」では、美郷ブランドの梅酒が
初めて紹介され、大好評であったと聞いております。

８月の「ふるさと名物応援宣言」に引き続き、美郷がますます注
目されているところであり、これらを契機とし、本市の誇る「美郷
ブランド」の更なる展開を図ってまいりたいと考えております。

それでは、最近の市政の動きについて、申し上げます。

まず、「中心市街地活性化の推進、吉野川市アリーナ・交流セン
ター（仮称）」について申し上げます。

８月より着工しております、吉野川市アリーナ・交流センター（仮
称）建設工事につきましては、現在、アリーナ棟の杭工事を完了し、
基礎工事を、交流センターにつきましては、内外装の撤去を完了し、
外装改修や内部仕上工事を施工中でございます。

また、駅前周辺整備に関しましては、駅前ロータリー・駐車場・
駐輪場・市道駅東線等の基本設計業務に取りかかっており、年度末
に完了する予定となっております。

地域の皆様の御理解・御協力のおかげもあり、工事は順調に進ん
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でおり、１日も早い竣工を目指し、取り組んでまいります。

次に、「鴨島東部地区認定こども園」について申し上げます。

１月より着工しております鴨島東こども園の新築工事につきまし
ては、屋根工事、外壁工事がほぼ完成し、園舎の外観が確認できる
ようになりました。現在は来年１月の竣工に向け、内装工事を進め
ております。

また、こども園に配置する保育備品等の納入業者も決定したとこ
ろで、施設建設と平行して着々と準備を進めているところでありま
す。

子ども達の笑顔があふれる素晴らしいこども園となるよう、来年
４月の開園に向けてしっかりと取り組んでまいります。

次に、「中央美化センター跡地多目的運動場」について申し上げ
ます。

５月より着工しております中央美化センター跡地多目的運動場の
建設工事につきましては、敷地造成工事は、ほぼ完了し、現在は、
主にフェンスやナイター設備などの建築物等附帯工事を実施してい
るところであります。

全体的な行程は、順調に進んでおり、今後、人工芝工事に着手す
るとともに、駐車場等の工事も行い、平成３１年３月末の完成に向
け整備を進めてまいります。

なお、工事完了後、人工芝の養生期間が１か月程度必要となりま
すので、来年の５月からの供用開始を予定しております。

以下、当面の市政運営に関して申し上げます。

１点目は、「子育てに優しいまちづくり」についてであります。

まず、「ちびっこドームフェスティバルと、はぐくみ徳島地域巡
回イベントの開催」についてであります。
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本市では、子どもを育てやすく、子どもが健やかに成長する環境
づくりのため、育児用品の購入費補助のような経済的支援のほか、
子育て中の親子をはじめ、誰もが参加できる地域に根ざしたイベン
トや行事の開催にも積極的に取り組んでいます。

特に、本市の恒例イベントとして定着しております「ちびっこド
ームフェスティバル」は、最近では、千人を超える参加者で賑わっ
ております。この１２月９日に開催する今回は、徳島県内で子育て
支援事業を展開をしています、「はぐくみ徳島」の地域巡回イベン
トの共催を得ての開催が決定し、ＮＨＫ番組で幼児に人気のある「は
なかっぱ」がステージを盛り上げるなど、より楽しい子育て支援イ
ベントになります。

今後とも、このような行事を通じて、子育てに対する不安や孤立
感を和らげ、行政や地域をはじめ、社会全体が子育て支援に携わっ
ていく環境づくりをしっかりと進めてまいります。

次に、「保育補助者雇上強化事業」についてであります。

本市では、保育士のキャリアアップを図るため、これまでに民間
の保育園・こども園に対し、経験年数に応じた支援を図ってまいり
ました。

さらに、この度、保育所等における保育士の負担を軽減し、保育
士の離職防止を図るため、保育士資格を持たない短時間勤務の保育
補助者の雇い上げに必要な費用を、県内で初めて支援することとい
たしました。

今後とも、保育士の負担軽減と保育の質の向上を図り、保育環境
の充実に努めてまいります。

２点目は、「福祉避難所開設訓練の実施」についてであります。

去る１０月２日、本市と福祉避難所として協定を締結している障
がい者支援施設・野菊の里と、県・市の関係部署等の約１００名が
参加し、福祉避難所開設訓練を実施するとともに、１０月２０日・
２５日・２６日にも鴨島地区の３施設において重ねて訓練を実施い
たしました。
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当日は、吉野川市災害対策本部との連絡・連携、指定避難所から
福祉避難所への移送、要配慮者の受け入れ体制の確認や健康調査を
本番さながらに行うとともに、熊本地震等において要配慮者支援の
陣頭指揮をとったＮＰＯ法人に訓練に対する講評をいただきました。

また、訓練終了後は、参加者による意見交換会を開催し、災害時
を想定した様々な意見が出されたところであります。

今後は、今回の訓練を通して判明した課題をもとに、実施方法の
検討や福祉避難所開設・運営マニュアルの見直し等を行い、来年度
には、残る８施設で訓練を実施する計画であり、有事に機能する福
祉避難所の充実につなげ、災害時要配慮者支援の向上を図ってまい
りたいと考えております。

３点目は、「全国学校給食甲子園に出場」についてであります。

ＮＰＯ法人２１世紀構想研究会が主催する「全国学校給食甲子園」
は、食育の重要な役割を担う学校給食の充実を図り、そして多くの
方々に学校給食への理解を深めることを目的に平成１８年に始まり
ました。

今回、第１３回を迎えた給食甲子園の中・四国代表施設として本
市学校給食センターが選定され、来月８日と９日に東京都内で開催
される決勝大会に出場することとなりました。今年の大会には、全
国の１,７００を超える応募があり、４次にわたる書類審査を経て、
選ばれた代表１２施設が決勝大会に進み、１日目は応募献立食育授
業コンテスト、２日目は実際に調理を行い、食味や調理過程などの
審査が行われることになっております。

学校給食は、地域で採れる様々な地場産物を食材とした献立が出
される食の文化、子どもの健康を守り育てる食育の現場であり、食
の地域ブランドにも密接に関わっております。

本市におきましては、今回の大会出場を給食従事者の大きな励み
とし、献立内容の工夫や地場産物の活かし方、調理技術や衛生管理
の一層の改善を努めるとともに、今後とも児童生徒に対して、安全
でおいしい給食を提供してまいります。
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４点目は、「総合型地域スポーツクラブ設立準備」についてであ
ります。

吉野川市アリーナの供用開始に合わせて、総合型地域スポーツク
ラブの設立を目指し取り組んでおります。

４月に発足した設立準備委員会では、プレイベントとして、障が
い者や親子また若者を対象にしたスポーツイベントを開催しました。

また、プレ教室として複数回の教室を実施しており、体験型イベ
ントや各教室を通して、地域の子どもから高齢者また障がい者の方
まで、たくさんの方にスポーツへ親しんでいただいております。

このように設立準備段階から、総合型地域スポーツクラブへの理
解を深めていただき、「誰でも」、「いつでも」、「世代を超えて」、「好
きなレベルで」、「いろいろなスポーツを」楽しめる、地域住民が創
る地域住民のための生涯スポーツ社会の実現を目指してまいります。

５点目は、「地域の個性を生かしたまちづくり」についてであり
ます。

まず、「中小企業者等振興基本条例」策定についてであります。

本市では、中小企業者等の振興に関する基本理念を定め、その振
興に関する施策を社会全体が一体となって推進することにより、地
域経済の健全な発展と市民生活の向上に寄与することを目的とした
「条例」の制定に向け、諸準備を進めています。

来年４月１日の施行に向けまして、各専門分野の有識者等で構成
する委員会で検討を重ね、本市の中小企業者等を取り巻く厳しい現
状を踏まえた、条例素案を取りまとめたところであります。

現在、パブリックコメントを実施しており、いただいた御意見を
参考に、本市に相応しい「基本条例（案）」にまとめ、３月議会定
例会に提案する予定としております。

次に、「財務省四国財務局との連携協定」についてであります。

本市は、鴨島の菊、チェリーロードラインや向麻山の桜、山川船
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窪のオンツツジ、美郷高開のシバザクラや梅の花など、四季を通じ
て花に彩られる自然豊かなまちであります。

このような本市の花の魅力に着目し、「花で彩る吉野川市の未来
～エディブルフラワー・エコシステム・チャレンジ」と題し、「Ｒ
ＥＳＡＳ（リーサス）地域経済分析システム」を活用し、「食用花」
の栽培・加工・販売の可能性を探る研究を行ってまいりました。

このプロジェクトは、内閣府主催の「地方創生☆政策アイデアコ
ンテスト」に参加しており、本市の若手職員プロジェクトチームの
提案をベースに財務省四国財務局徳島財務事務所の若手職員との間
で連携して取り組んできたものであります。

こうした経緯により、この度１２月１８日に四国財務局との連携
協定を新たに締結することになりました。四国財務局と地方公共団
体との連携協定の締結は、四国では初めてとなります。

今回の協定を契機に、本市が取り組む施策について、広域的な連
携を強化し、新たな地方創生に向けて進めてまいります。

次に、「地域おこし協力隊の成果と募集」についてであります。

地域おこし協力隊は、都市から過疎地域などの条件不利地域に生
活の拠点を移し、一定期間、地域おこしの支援や協力活動を行って
もらいながら、その地域への定住・定着を図る取り組みであります。

平成２６年度に委嘱した、本市初の地域おこし協力隊員は、梅酒
特区美郷で５番目となる特色のある酒蔵を開業し、任期満了となっ
た現在も家族４人で生活されております。

市では、移住・定住の取り組みをさらに促進させる目的で、この
度、新たに過疎地域活性化等で２名、阿波和紙伝統技術継承等で１
名、中心市街地活性化等で１名、計４名の「地域おこし協力隊員」
を募集することといたしました。

地域の皆様と共に、それぞれの地域の課題解決を図りながら、将
来的な移住・定住に結びつく取り組みとなるよう、市を挙げてサポ
ートしてまいりたいと考えております。



- 8/12 -

次に、「市民の自発的な地域活性化の取り組み」についてであり
ます。

１０月２７日、日中は廃校となった美郷旧種野小学校で「第１回
みんなの文化祭」が、夕方からは鴨島駅前周辺で「わざわざ鴨島駅
前に行こう！」が、地元住民有志により開催されました。今までに
ない新しい取り組みに、多くの方がイベント会場に足を運ばれ、各
会場ともに大いに賑わいました。また、１１月１１日には、川島体
育館駐車場をメイン会場に「川島ふるさと祭り」が、住民有志によ
り復活いたしました。

いずれも、自発的な民間の取り組みであり、それぞれが地域に対
する思いを詰め込んだ、子どもから大人まで楽しめる素晴らしい事
業内容でございました。主催いただいた皆様方に、あらためて厚く
お礼申し上げます。

市としても、このような行事が定着していただけますよう関係各
位の御協力を、よろしくお願い申し上げ、地域住民の自主的な取り
組みを大切にし、地域の活性化につなげてまいりたいと考えており
ます。

６点目は、「安心・安全なまちづくり」についてであります。

まず、「鴨島環境センター解体工事」についてであります。

鴨島環境センター解体工事につきましては、現在、最も重要であ
る施設内におけるダイオキシン類の洗浄に向け、専用シートを用い
た養生工を行っております。

工事期間中は、工事車両の往来等で周辺地域の皆様には、御不便
をお掛けしますが、皆様の御理解を賜りながら、引き続き、安全な
解体工事を進めてまいります。

次に、「浄化槽汚泥等投入事業」についてであります。

家庭等から発生する浄化槽汚泥等の処理を、現在の阿北環境整備
組合から、鴨島中央浄化センターでの処理に切り替えることで、施
設を有効に利用し、処理費の軽減を図ることとしております。
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本事業を推進するにあたり、阿北環境整備組合からの脱退する必
要があるため、今定例会に提案しております議案につきまして、御
承認をいただければ、今後、構成市町との協議を進めてまいりたい
と考えております。
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次に、今定例会に提出いたしております案件につきまして、概要
を御説明申し上げます。

今議会への提出案件は、

「和解及び損害賠償額の決定に係る」専決処分の報告案件が７件、
「平成３０年度一般会計補正予算」などの補正予算案件が６件、
「吉野川市アメニティセンター」などの指定管理者の指定案件が５
件、「学校業務支援システムの共同化に関する事務の委託」に関す
る案件が１件、「阿北環境整備組合からの脱退」に係る案件が１件、
「教育委員会委員の任命等」に係る人事案件が２件の計２２件であ
ります。

まず、報告案件として
報第１８号から報第２４号までは、
和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分の報告でございます。
内訳につきましては
市有車両が関係する交通事故に関するものが５件、市の事業の執行
中の事故・及び市道の管理に関係する事故に関するものが２件とな
っております。
事故の概要や、損害賠償の額・和解の内容につきましては、

議案書の専決処分書を御高覧ください。

次に、「補正予算案」として、

議第５８号「一般会計・補正予算（第３号）」については、
主なものとして
「小中学校施設整備事業費（防水工事、ブロック塀撤去等）」

１億１，００４万４千円
「道路・河川災害復旧費」 ３，９６５万円
「県知事及び県議会議員選挙諸費」 １，２６０万６千円

など、１億８，３０１万２千円を追加し、
補正後の予算総額を、２３６億４，１８９万２千円とするものです。

次に、各特別会計の補正予算は、

まず議第５９号「国民健康保険・特別会計・補正予算（第２号）」
は、保険給付費等の追加・及び・職員人件費の調整により、
５，６７１万円を追加するものです。
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次に、議第６０号「介護保険・特別会計・補正予算（第２号）」
は、職員人件費の調整により、２０万２千円を減額するものです。、

次に、議第６１号「公共下水道事業・特別会計・補正予算（第２
号）」は、職員人件費の調整により、１８万７千円を追加するもの
です。

次に、議第６２号「特定環境保全・公共下水道事業・特別会計・
補正予算（第１号）」は、職員人件費の調整により、３万１千円を
追加するものです。

次に、議第６３号「農業集落排水事業・特別会計・補正予算（第
２号）」は、職員人件費の調整により、２１万４千円を減額するも
のです。

次に、議第６４号から議第６８号までは、指定管理者の指定を行
うものです。

議第６４号「アメニティセンター」は、
「一般財団法人・阿波和紙伝統産業会館」を指定管理者とし、
指定期間は、平成３１年４月１日から３年間とするものです。

議第６５号「ふれあい交流の家」は、
「社会福祉法人・吉野川市・社会福祉協議会」を指定管理者とし、
指定期間は、平成３１年４月１日から１年間とするものです。

議第６６号「美郷物産館」は、
「特定非営利活動法人・美郷」を指定管理者とし、

議第６７号「江川・鴨島公園」は、
「吉野川市シルバー人材センター」を指定管理者とし、

議第６８号「上桜公園」及び「上桜森林公園」は、
「阿波麻植森林組合」を指定管理者とし、
いずれも指定期間は、
平成３１年４月１日から３年間とするものです。

次に議第６９号
「学校業務支援システムの共同化に関する事務の委託」につきまし
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ては、学校での現場職員の事務負担を軽減するため、県で統一した
学校業務支援システムを構築するため、当該システムの共同化に関
する事務を、別添の規約のとおり、徳島県に委託することについて、
議会の議決を求めるものです。

次に、議第７０号「阿北環境整備組合からの脱退」につきまして
は、所信でも申し上げましたように、現在、本市が加入しておりま
す阿北環境整備組合から、平成３３年３月３１日をもって、脱退す
ることについて、地方自治法第２８６条の２第１項の規定により、
議決を求めるものです。

次に、議第７１号「教育委員会委員の任命」につきましては、
本年１２月２５日をもって、鹿児島 康江 委員の任期が満了するこ

か ご し ま や す え

とに伴い、同氏を、再度任命したいため、地方教育行政の組織及び
運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求める
ものです。

最後に、諮第１号につきましては、
平成３１年３月３１日をもって人権擁護委員・後藤田 博之 氏の

ご と う だ ひ ろ ゆ き

任期が満了することに伴い、後任者として 和泉 泉 氏を推薦した
い ず み いずみ

いため、人権擁護委員法・第６条第３項の規定により、議会の意見
を求めるものです。

以上、概略の説明を申し上げましたが、
十分御審議の上、原案どおり御賛同くださいますよう
よろしくお願い申し上げます。


